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論文審査の結果の要旨
骨格筋芽細胞シート移植は心不全に対する有効な治療法であるが、移植されたドナー細胞は高度のス
トレス状態にあり、その生存数が治療効果に影響を及ぼす。 pBABEpuroレトロワイルスベクターを用
いてbcl-2遺伝子を導入したL6骨格筋芽細胞から細胞シートを作成(L6-BcI2)、その抗アポプトーシス
効果およびラット急性心筋梗塞モデルに対する治療効果をL6からシートを作成した群(L6-WT)と比較
検討した。 L6-Bc12は遺伝子解析で2.3 ~5.5倍のVEGFファミリーの遺伝子を発現し、スタウロスポリン
刺激、低栄養の環境下で有意にアポトーシスを抑制した。ラット急性心筋梗塞モデルへの移植実験で
は移植28日後の心エコー検査で有意に心収縮能を改善した。組織学的にも心筋梗塞巣の拡大を抑制し、
有意な血管新生の増加を認めた。
大阪大学医学部付属病院で臨床応用されている骨格筋芽細胞シート移植治療を遺伝子導入という形で
進化させた研究であり学位に値するものと考える。
